| 


関取 eee . asa 


\ーー 


ロロ 性 

家 折 

半周 約 四 コン 長 喝 の 名 選対 人 G 表 如 ba 和束 

eo に 抹 

な 生還 人 縛 R ン 園 葉 か @ 5 

ソ 給 史 天 りつ ちせ 家々 9 6 囲 @ 層 午前 | 右 1 

Euwr Wa 回 仙 9 の コロ 7 拓 6 ま る 諾 で 

ポン リゼ せ 寺 の 守る 会 ADS りり 記 っ 志和 の に 

2X で KU る く リ 2p7 の Q 銘 る 公 旬 囲 じ 人 せ 人 っ | 時 

4 

パン 長 Q 計 ける 2 玉 る 9 つ 公 の 7 中 共和 坦 SKYXK 選 | 人 

長 委 っ 0 を 2YN あ WW 式 

K K ぐ KGUN く る リ ^ 2 る 0 天 捕 牛 尿 <Q だ ン リ レセ 守 8 だ 長 
宮 剖 還 

Q 半 る? 時 衝 0 K ぐ K 公 例会 園 の 装 ? 過 に 

剛 2 和 ト つ 旬 に 

NN S@/ 2 る O 球 正 天下 皇 和 かり SO 人 色 / 雪 じ だ <Q 天 | 式 計時 
くり つつ せ (で く 心 あり や 宮 く 有り 届 殺生 ) KSX 上 紀 

K ST レツ S 去 りら @P の 大 る ざわ 財 8 事 
浅 居 人生 嘱 到 り 表 属 午 周 私 の 久 挫 10S 財 いさ ネ 

Ip @ 江 家 下 各 導 AU 表 天 態 人 が N 
ON 計 Pe : e 
二 11 欠 周 

中 思 JG 苦 知 赴 K 列 攻 喜 加 早 3 員 守 
角 所 還 ー 6 補 つ 寺 人 
選好 衣 2 S 
吉 選 密 K ぐ YK マ K 1 
SS Ps 斑 KKS 科 つ る ヨ ゞ 二 
aw 6S 有 肖 人 0 退 せ 7 避 N 才 
に 正 届 
父 Q で りく ぃ 5 ら 較 
択 圭 皿 
量 


了 
ノ に 
都 


ご 8 わ 代 り 
mーp NAS 較 % 公 1 無 下 G 
誤 人 る Q と 『 い 箕 局 W で の 和 W/ 
* 公 叫 つら @” 舞 弥 つ 蝶 避 
つ ぬ TSmーh AX や QT9 


つり 羽 4D く 6 団 り せい る つ に 較 に 4 
S か 則り SN K 

公 で 大 納 得 丈 装 り 療 谷 和 か 忌 谷 前 D 
ャ ルー% キ そく ・NINAM く で SQ ト S と K 天 
x ふ NG 映 演 胃 守 的 避 証 だ ン リ セ ゼ 生玉 語 
FPS がい E く だく 明り まく あく まこ が っ すく だ: を N 


トー^ キ ミ ・NNAU や や ント 
X ュ RG 共 球 いや 豆 人 る 『 則 肝 ホ ン だ る 購 G 10 つ つり ミー 生き OU2oUKSKG 迷 生生 NSP KSK 
GS 宮 せめ くせ 人 る つり だ ン < 会 T て 先生 K 約 臣 ン 8 身 mー ェ トペ 舞 団 は 表 つ じ 志 吉 SN\S トー ( 更 ) 
る の 7!DSQ  mーna RAD 羽 補 1NG 較 eS ep4QQ ペ 7 誕 競 GYAN ゝ ー ふ mAG 表 福 K で て KU 区 さら 
2 つ 全 づつ 刺 家人 せ / 選 忌 槍 加 攻 べ 色 納 佐 つ 記 の 玉村 KK 中医 図 や 2oQP せ 完全 ト X ス 尽 の 尼 ら ポ 
い リ 86 避 咽 人 曽 所 り で や べ 細 る 『 民 央 多層 『 玉 妥 藤 の GPSS つ 旬 集 『 ピ 7 加 評 下味 シロ 
計り 大 書 製 6 森 る YANNーSWNP 人 ST つる の 7 披 介 6 ※ 灯 せ 玩 牙 り 的 つじ 吉 じ 6 居 全 の 拒 区 8 半 
昌和 交 人 る を 全 生 時 の 6 吹 -J の 守 全 で %R り US 団 し せ 。 求 新 抑 信 席 纏 人 8 る 謀 宮 称 昭 わり 上 つ くさ ポン 幼 箇 
@ 抽 の や る か DO@ つ ン R る "UStQRKSKG 楽 括 せ ^ 衣 交 SGmーmAKP で 1 NGK 昭次 ひ の So6 層 人 
破 世 Nmー ロ hG スネ 四宮 区 思 長 京 中 w じ く w 拓 元 PS 

団 幸 6GK で K で ^ 尺 補 くる 公 知 公 は 対 更 つ りく つる の 筐 人 る っ や ン で 6 吉 躍り せ 選 で 素 Q や りつ 内 
で ポ 胡 つが 8 1 羽 折 っ 綴 人 を 殿 提 全球 倫 本 細 貴信 り Se SS KSK 移 給 SQ 友 四 く せ K ネ トミ U 吉 『 


2@ べ 羽 や 信 攻 せい ン ン りく 地代 G 翌 和 堪 陣 く 去 所 つり 人 多 ン G 妹 球 りく < に 陳 挫 り m3 0 お っ る 語 - つ お る 
か Q つ 公 つ 甚 球 り SQ 6 市 例 和 や くり 柳生 どじ / を せら 区 わざ のり 得 々 DSG 4 人 SD 頑 導 さ 
3 心療 りつ 宮守 5 8 認 寺 ちの 舞 軍 持 公 恋 憶 征 り S 信 りり 半 人 る 古代 斉藤 へ 憶 や つい 玉 和 の 麗 9 
計る 会 PS 月 で 寿 り つ せ 愉 ま せ リン 介 人 る 導 G つめ 0Q 政 補 6U^ 晶 坦 Gmー ョ タス 
り せ | 富 や 4 氷 玉 りつ 『 玉 忠 天 GPSY る 層 理 者 つく 軌 ANN 人 や DSQKSK 色 2 
6m-mRKG て UPKNASKG い US 杖 の つり 2 の) ン 釘 代 補 りつ POAO mー ga SN ス 
ズン 0P べ くり 06 4 る 6 収 公 / 憶 求 代 中 攻 くり つじ 6 6 8 ン 尼 の 4 守り つ 生 る eeeno 証人 
1 8KSK 交 7 沈 つ 々 へ っ 要 -G 較 < 拒 年 寺 G 較 2 普 志 G 岡 つつ リセ 呈 り く ぃ oe? うき KSKUAJ<SS | 回 
代り 人 せ / で 長く で る 9 mo 利 失 で 表 和音 GKSKUSQG 家 天 和 0/ 所 主 り らく 0 りく we ズ 
の QR KSKS 山 所 だ さく 和民 直ら の の ご 長 S 請 @ 叶 和紙 11S KNKU 導 色 下り つじ 
だ が を の つる 66P せ る りつ 未 QSQSPSQ KANKG ヨ 下り 導 KSK セ / 誤 屈 洛 還 | 11S ご は 
NR キ ょ や" 公 較 GR パ っ を を その ン < 壮 也 の 公 生 公団 田 OR 人 が の る いそ の 大 較 きせ る 0 玩 知 天 本 
珍 遇 悦 生 倒 り S く GPS 

りつ 選 輸 坦 / 記 祥 岡 つつ り G 呈 攻 称 年 時 選 つ りく 6Q 着 羽 人 り の り じ ^ 皿 田 つ 正 G 臣 冊 せ 素因 到 守る 
@ 巨 SS Gtdm 完 ず 知 り 営 信 じ りり SKK つる 心 囲 物 回 つて 東 妹 介 和 か りつ セ / K く り 握 深 G SQ りら 
On? 甘 四 時 らく SQKSKG 意 樹 大 互 王 半 せ つり zo^ 下り つじ 居 を か る 掴 丈 私 る じ 壮 杜 つ jo 
P せ 計る ? 8 凡 / WS 如 家 る 年 つ じ 均 2GP せ く PSAOAS KSKG 閉 UN くじ ゼ / JG 較 QpQ 講 
尉 互 凌 ま る る 〇 させ 拝 つ お の る の いり の 失 WAAS GPSQ 条 / 尼 D4n 守 りつ 会 遇 需 Q 龍 り / セ お つじ 
SWQ 会 きい 会 せ 写 園 全 SN へ つ /「 職 嘆 天 つ け G 装 衝 回 つ ン 表 る 」 つ ざか @ 浴 0 全 課 祭る 0 る NO 天 囲 P 選 
軍 巨 せ 玉 で 守 六 で 時 0 404Q 号 園 ゼ 綴 杏 り 全 Q 愉 人 S の リン Q 家 ON 8 玉 因り KSK 江 装 称 睡 RG 
科 駅 半 hW2 ン NASS 較 GS2RGKNNKS 忌 人 SD 人 9 居り の る 全 じ 2QG PS 篤 / 埋 計る 午 話 G 
震 監 抱 絢 6 の ツウ せ ^ JG 王 る Po ら O る 2OG 配 園 会 人 GP せ SQ 会 


ーー ジッ 


ISTOCK . 
& IF ETAGE 


IN Lg 


ら 
紀 
「・ 当 
己 * 
ーー 
所 
ヒコ 
も っ 


) 包 
諾 


ICH 
SO0CIETE DE 


BANQUE SUISSE 


BANKVEREIN 
独 借 二 ヵ国 語 で 書か れ て ある 案内 板 


_ SCHWEIZERISCHER 
キー ACCES AU 


。 を ーー AUFSTiEG 


Q_ KsKG 圧 重 


〒 選 り 提 (ONSS^ 翌 皇 違 り ZIG ュ ーK” 相 堪 りら 
更 シテ トト 信 / 還 mーnAKGIING 装 各 球 尽 三 央 公 
IN ぐ で A へ 2 ローKopMG 刀 WKwKG コ 下り 東 皇 ゃ NG? 
く ペタ ウー スミ 字 工 和 的 トド 公 ト S 咽 宮 の 9 る の ひ SQ。  KsK 難 所 
ーhAKG 咽 突 り SQ? 電 小 困 和合 @ 近 守 隔 り 掲 x ト 
ANK 三 型 信 選 闘っ の 捉 癌 っ G 間 忠 っ” KK 守 
愉 豆 や で つり 定 羽 補 天 や G 称 中 6 財 羽 U ゼ / トト 
SKUJG 囲 導 り ATN ヨ 時 人 生 G や "トト SATNK つ つや 
り 芋 束 地 了 医 和 交付 葬 G 己 の ke" WS 杭 臣 で 選 近 


と ば の 分 看 


ー 
ゃ ー 


EE」 


llF ィ ッ 


RU 直 め る 年 反 リ 拘 祥 人 や り 8 パ 心 時 翌 等 コ 
マ 製 愉 足 GS 寺 革 会 忌 作り G 志 県 り は に 公 < 応 
男 G 中 環 零 褒 @ 区 90 りつ 全 り 6? 折り 
財 召 筑 り ふ ミー 選 ^ ヨゴ 弄り ミー テ 指 全 揚 べり る 尺 全 7 
罰 羽 記せ せ ュ ョ ー ャ で G 井 人 く 公 人 S で ぐせ 還 判 昌 せ 青 

4 ト 


.W6 0 記さ ミル S 下 措 G 素 測 痛 普 つ り せ " 圭 慌 公 で 


SY 炒 所 (と ゃ て 公 人 KK べべ G 恒 球 ) 公 写 現 々 くり 普 
つ ^ 束 壮 相知 捉 近 G 三 弄り 環 る り 伏 ” り 忌 Q 球 坦 下 
ゼ ぜ ゼー テー・ ロ ニーY て つる TP じ 反 だ 』mー ド 人 G 羽 やめ る が 
だ 谷 ひ や NKK 押 攻 WWG 胃 拉 る 園 出 SG 1 いっ 
つり 誰 師 リ 2? 8 羽 / 困 所 UN AS っ 措 (hN 
SKK で K べ SG 呈 ボ ) 全く ベ ュ っ” ト ふ SRNK 押 就 眉 り セ 
ヾ で ペ ュ トマ 公 寺 べり SG 7 りり GiO い EK で KG 較 弥 尉 
葉 \@ 刀 人 るり 7 選 過 人 愉 補 り G 囲 称名 り 還 G 激 人 S 愉 
モ り ふう の 抵 1 で せ ト SNK コ ココ せ で po 了 ヨ 申 民 症 ” 無 
11 せ トミ NN つれ 4 セ SQ 天 押 型 提 り SS トミ NG を 上 
ン 和 沸 挫 距 \ 垢 下 半 失 釣 寺 澤 の つ折 ン 全 QG 並 豆 
届 凶 称 細 つ り る SG? 無 岬 で 。 要 Q 瓶 付 力 媒 揚 
り 柱 税 り 縮 誰 公 泊 玩 つ 日 凌 全 人間 り = 県 KsKG モ 
つり Xe? 汰 回 G^ 納 人 交 コ っ ポ 和 計 区 計 症 り 拓 で セ 
Q 理 所 で 拓 人 6 尼 設 称 串 ご 病 相 せ 人 る っ こり ポン て” 捉 
民 き 家 KvKS 感 G 演 調 約 だ つ 過 抽 肛 算 り SQ? 


に テ | 


ユン グフ ラウ 遠望 . 前 景 は 典型 的 な アル プ (牧草 地帯 ). 雲 が と ける と , 


つれ て この アル プ に 登る . 人 や 家畜 も 山の上 で 一 夏 を 過ごし , 秋 に 入る 頃 , 村 へ と 下る . 


ザン クト ・ ガ ー レ ン 市 . 街路 は 狭 い が , りっぱ な 家々 が 並ん で いる . 数 万 の 人 口 を 持つ 
都市 と し て は ヨー ロッ パ で いち ば ん 高い と ころ に ある (669m). スイ ス 刺 繍 工業 の 中 心 . 


の ク - 2 や か を 
高度 約 5000 の 機 上 か ら , マッ ター ホル ン ( 4505 m) と ヴァ イス ホル ン ( 4512 m) の 北 
面 を 見 る を. マッ ター ホル ン は ウィ ン バ パー の 悲劇 で も 有名 で ある . その 向う 側 は イタ リア . 


サン ・ モ リッ ツ の 多 景 色 避暑 地 , ス キー 場 と し て 有名 な オー ベル ・ エ ン ガ ディ ン の 山村 . 
落葉 松 の 森 の な か に 稀 世 の 山岳 画家 , ジ + ォ ヴァン ニ ・ セ ガン ティ ー ニ の 記念 美術 館 が ある . 


う さ 
に コ 
| 
al 
ら = 記 Co 
CN | @ ぐ ト | 
1 | 
hl ーー 
中 N 


o 油 息 G 青 っ 


ト SNKG 編 り 郊 所 つ 天下 ミ 
『 ポ くべ" 填 書 所 G 人 で りら 欠 RA 
ーー | 者 合 mーn AXSG ポ 短 呈 
電 所 1 つ 共 本 ュー ト 拒 岡 称 症 @ 
りり / Q 条 人 GO 季 く <” 2 選 る 2 
O 凌 用 較 @ 羽 軸 的 避 生 り る 尺 ? 
つる つ 遼 ぐつ DSGKSXG 角 氏 
せ SM へ ふ 又 竹 り 填 め >" 

1 か エー 色 か mh リマ ー と は ト へ る 
AG 重 攻 中 公示 下 G 思 り 大 か @※ 者 設 凍 尼 一 所 で 
家 11R | 計り 拍 e7 DUQJA く ANKTNS 和 へ 用 ゼ 
革 表 nmーm く BU 許 め の だ wQ 過 人 けり ト SNKG 財 
題し りり G 再 人 R め 人 8 人 05 ひつ つり る 9 やり も 区 
本 G 尽 上 G 昌 光り てら 表 人 区 所 見 吾 王 ゆで 尺 " 
2 ぜ く NKNS へ 用 SG 仔 り 則 末 @ く 下 団 S SS 
っ 宮 球 が っ / | 岬 田 寺 SGWSRSANSG 調 2 

ュ ト 埋 公 堂 麗 本宮 も 坦 る 5 りつ けり で 
川 到 人 "KSKG 忠 評 @ 到 (や ミ RSーーW%) つつ じ 
芝 つ さっ” や G 臣 量り で で 揮 つ る 到 公 長 で 5 リン " 
meKK 揚 活 准 で や ン 『 GDP? 忠 愉 り 尼 記 


"ルル 


フー で 
1501 


ソロ トウ ルン 
1481 


放 

の 
章 
(5 テッ レーン の 


各 
紋 


鈴 長 つ 凡 G せ SA WAS ホリ キー ホ 人 9 7 IN 一 

ヘー ペ YA AS 国 刷 愉 り S りり UKSK 
る 氷 ざ る で SeG 全 り W 羽 5 で 人 SQ 朗 
四 千 下 KK 回 じ ゼ NANA と 7 探り で ^ る 系 
ぐ 秋 癌 和弥 息 り 史 ーKー ュ ふ ト G 存 くつ 許 で だ ン リ レセ だ 
人 Q 半 合羽 | SQ 世 USATNK 移 接 リ で ネム ト 
り 起 つく AN へ 人 ト 物 思 嘱 本 he 人 の 療 り 0 
SD 祥 人 入る 内 る せ 淫 ら じ 誕 楽 め る 和央 誠信 7 
NNAK 徹 り 家 多角 つ 羽 ? 有り G 記 憧 半 思 せ ^ 尼 主 
重り S 据 G 可 装 多 や 凡人 革 図 の や だ っ 装 入 球 区 
和久 和 叩 SG 普 革 囲 狂 釣 接 We tn だ りつ 人 ゼ 完 人 る 6 
内 つる つ mー』 ト く 細 午 称 拶 出 G 寒 約 必 衣 り 振 王 
キュ K- 藻 揚 G 表 壮 せ KSK 宙 つり ゃ 統 旦 だ 囲 
想 國 称 寺 的 0 0 会 生 つ だ T 羽 5 が 逢 末 を 軸 臣 SG 人 る 果 
G 埋 2 公 弄っ 豆 全 投信 0 の 條 掴 せ 浴 世 り 芋 記 っ G 
映 得 守家 壮 の 天 る 。 忌 公 民 図 の だ りり 応 舞 G 思 避 公 
賜 ” 掲 抵 中 邊 SQ 案 赴 和 つ 物 在 過去 人 る 0 羽 ? 
Ss 愉 凌 下 准 崩 わ つり ^ | や SS く 寺社 NNA K 会 2Q 
ホ ポ さ RA 公 悪 くつ 。 GS 療 壮 の つり 昼 | 一 ※※G 演 
知り 7 羽 邊 や 仙 9 羽 全 1 田 生 SG ト マー へ ハ 区 花 
@ 思 咲 し . 氷 震 王 寺 較 つじ 古 芋 つ ^ り @ 牙 4 
J 伸 末 長 ぶり 夫 走 S KSK 村 抵 だり G も pe? 


ァ 


叶 
加盟 の 年 号 


EPTEMRNIS MD 

! SACR AMENTI FIDEN FMLLER 
SUERTI AMNCORUN CuRA CLIO 基 
5 が 


8 WW 
REACH_SLG-ziZERS。 上 H.SMLK-7I7FRS .DURLER/ ハト TTPER 
AZWMERMANNYILD .CASTELEERC て .ZWMERWANN.REGNO ZNWENY 
の 。ERNEST FORESTIER . PLU7E.A JIMMERMA CLUT\.CWt 
LMAILLARDOZ.NULLER - WALLMKOOTEW ONTNNT-R 
CAPNE ア . ALLEMANN - LACORBNERE - TONESTVEN . も て 
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か し スイ ス 兵 は , その 明 武 と 厳正 な 軍 紀 と 
の ゆえ に 外国 軍 際 に や と 小 れ た が , 現在 の 
法律 は 外国 軍 際 に 入る こと を か た く 茜 じ て 
いる . た だ 特例 と し て , ロー マ の ヴァ チカ 
ン 宮 威 は 現在 で も スイ ス 人 が 守備 し て いる 


ウィ リア ム テ ル 像 (アル トド ルフ ). 直見 の 
頭上 の 林檎 を 射 た と いう 建国 億 説 の 主人 公 . 


シオ ン ( ヴ ァ レ ー 州 ) の と り て 跡 . 中 世 の や も 
の . 現在 で も , スイ ス に は 国境 の 山々 を か 
た め る た め , 地下 要塞 な ど が 作ら れ て いる . 


スイ ス の 歴史 は , - ロ ー マ 
時 代 か ら 現代 に 至る まで 
周囲 の 諸国 と の 交渉 の 跡 
を し めし て いる . この こ 
と は スイ ス に 現存 し て い 
る 建築 物 か ら ゃ うか が か わ 
れる . あちこち に 見 られ 
る 各 時 代 , 各 様 式 の 建物 
その や も の が スイ ス の 礎 
史 の 性 格 を 物語 っ て いる . 


* 右側 
ロー ザン ヌ の 大 寺院 表 口 . 
初 期 の フラ ンス ・ ゴ ティ 
ク 様 式 , 1275 年 に 完成 . 

P】 
プリ ー ク 町 の 古い と り で . 
17 世紀 の バ ロ コ 様式 . 女 
マネ ギ 型 の 高い 塔 と 中 旗 . 

す 左側 
ロー マ 時 代 の 都市 , バー 
ゼル 市 に は , いま ゃ も ロー 
マ 風 の 城壁 の 一 部 が 残る . 

F 】 

と ある 古い 修道 院 の 礼 寿 
記 、18 世紀 の ロコ コ 様 式 . 

を 
フリ ブー ル の , 聖 ニ コラ 
ス 大 寺院 . 主要 な 部 分 は 
ゴ テ ィ ク 様 式 . 76m の 塔 
は 1640 年 に 完成 し た ゃ の 
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スイ ス の 首府 は ベル ン に ある . し か し 首府 
と いっ て や も , アメ リカ ゼ や 日 本 の 首府 と 違っ 
て , た だ 連邦 の 中 央 政府 機関 が か ある と いう 
に すぎ な い . スイ ス の 政治 的 中 心 は いぜん 
と し て 州 に ある . ベル ン ゃ 連邦 の 首府 と し 
て より は , ベル ン 州 の 首都 で ある こと の ほ 
う が , スイ ス 人 に と っ て , より 関心 が ある . 
) 

ベル ン 市 . 1840 年 に 連邦 首都 と な っ た . 人 
ロ は 約 13 万. いか に ゃ 落ち つい た 風格 の 
古都 . 遠く に , アイ ガー, ユン グフ ラウ な 
ど オ ー バ ー ラ ント の アル プス 連峰 が 見 える 
L 2 

首都 ベル ン の 名 は ドイ ツ 語 の 熊 ( ベ ペー レン) 
か ら 転 じ た も の と か 昔 こ の 地方 に は , か 
な り た くさ ん 熊 が いた らし い . いま も ベル 
ン の シン ボル は 上 肖 で , 街 は ずれ の 熊 公園 に 
飼 あ れ て いる . 酔っ ぱら っ て , 熊 の オリ に 
落ち , 食べ られ て し まっ た 男 も ふい た と いう . 


街 に 出 て すぐ 気がつく の は 道 の 曲り 角 の さ 
ま ざ ま な 噴水 で ある . 昔 の スイ ス 兵 の 噴水 . 


f 


全 


ベル ン は 12 世紀 に 貴族 に よっ て アー ル 河 
を 見 下す 台地 の 上 に 開か れ た 都市 で . その 
時 代 か ら の 古い 退 り や 建物 が あちこち に 見 
られ る . 昔ながら の 明り の 建物 に は , アー 
ケー ド が ある . 中 世 の 人 た ち が 歩 いた 道 の 
うえ を , いま は 市 内 電車 が 走っ て いる . ス 
イス を 旅行 する ヨー ロッ パ の 人 た ち が , 現 
代 か ら 中 世 ま で 連れ も ど さ れ る と いう の は 
ベル ン の よう な 古い 町 が 多い か ら で あ ろう 


有名 な 熊 公園 . ベル ン の 東 の は ずれ に ある . 


ベル ン の 町 並み 、 うし ろ に 見 える 主 数 会 は 
16 世紀 末 に 完成 し た も ゃ の. 塔 は 約 100m. 


白壁 や 石造 の 家 . 特徴 の ある 屋根 - すべ て 
が 古く , セザンヌ の 絵 を みる よう な 美 し さ . 
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人 ーー PS コ 入 も 
に AN 2 1 
ゃ を 
ベル ン の 連邦 議会 . 上 院 の 構 成員 は , 各 シュ ヴィ ー ツ , ウリ , ニ ィ ー ド ワル デン 
州 2 名 ずつ 間接 投票 に よっ て 選ば れ た 代 の 三 地方 の 部 落 康 た ち が , か た い 同 盟 を 
表 44 名 . 下院 の 構 成員 は , 各州 か ら 人 品 結ん だ と き の 醤 女 . 現在 シュ ヴィ ー ツ 市 


に 応じ て 軸 接 投票 され た 議員 が 約 200 名 . の 博物 館 に , その 2 枚 が 保存 され て いる 


く 連 イ な まれ な て て れ た さ の 法 連 その ま 独 連発 いて ヵ の 
キャ の 
ら 政 の て な “ 定 "る れ っ 合 ` 下 ぞ 度 イ ら ト 治 ン 
ます まま の た 生ま et きま: 導 学 
い だ 治 る て 落 ` 律 No 5 ま 寺尾 自 い 小 カ の は と 理 ン 
川 1 っ ン と ン る る へ 送 て で てろ る 共 ン な 全 て ー 
示せ 信人 た 業 業 定か て ト ほ ほ 〇 る に % * 和 トド の は は すら 

> 公 公 な ンダ メッ カッ ンジ ン 革 空 往 た み 国 レン レー ニー 桂 た な メス 
を だ 回 よ な で や と あと どの で は の 員 め み と の は れ 沙 ら る に て 

く の と うい の は の る < く 軍 あ 自 人 の て ン え ょ いら を な 州 は 
た で 邊 に ー yh き 最 州 異 堂 < 0 っ ム 3 
な で 培 に こ 決 さ 最 州 典 営 る 主 に 選 お ト ば は ば う 今 村 中 い に い ス 
い は っ “と 定め 終 に な も "的 一 出 り ン 数 な な 沙 心 "つま イ 
? よ で て で ス に を ら 的 於 っ そし に 人 方 "が 育 さ お が に 古い ず ミ え ス 


連邦 の 参事 会 は 任期 3 年 


その 構成 員 は 連邦 議会 カ 
全国 か ら 候補 者 を 選ん で 
最終 的 に は 投票 に よっ て 
きめ る . いま まで の し き 
た り と し て は , ベル ン , 
チュ リー ッ ヒ 州 か ら は か 
な ら ず 1 名 が 選ば れ , ま 
た フラ ンス 語 を 話す 地区 
か ら 2 和信 は 選ば れる . 伝 
統 的 な 政治 の 運営 . 大 統 
人 額 の 候補 は よそ の 所 属 政党 
と か , その 宗 数 と か , い 
ろ い ろ な 要素 を よく 配慮 
し て , 議会 が きめ て いる . 


新しい 参事 会 の メン バー 
は 議会 で 宮 痺 させ られ る 
写 皿 は 1950 年 9 月 14 日 
性 信 鉄道 大 臣 に 選ば れ た 
ジョ セ フ ・ エ ッ シ ェ ル 博 
士 が 宣 痺 し て いる と ころ 


連邦 議事 堂 の 全景 ・ い ま 
の 建物 は 50 年 前 に で きた . 


- 下 了 業 員 選 揚 の 開票 風景 


也 = ジ の ee 
レン ンプ が の や もみ 


4 タ あのー 


アル トド ルフ の 全体 会 議 . 
台 上 の 有権者 は みな 討論 
に 参加 する . この 町 か ら 
前 次 計 旨 選ば れ て いる 代表 者 た ち 
則 昌 導 |) は まん た か て 報告 や 提 


サン ・ ゴ ダル ド 地 方 の あ 
る 半 の 半 会 . スイ ス の ど 
ん な 半 に も 自治 制 が ゆき 
少 た っ て いる . 将 の 人 が 
みん な て 集まり , 自分 の 


案 を や り , 在 否 を 全体 に 
問う . この よう な 集会 に 
は , 卒 均 し て , 有権者 の 
年 数 以上 が 集まる と いう 


スイ ス の 初め の 三 州 は こ 
に スイ ス デ モク ラシー 
の 中 心地 . 州 会 は 形式 的 
な 儀式 で な く . 政治 に 参 
加 す る 伝統 的 な 桜 . アッ 


ペン ツェ ー ル の 屋外 州 会 


桂 の こと を きめ 合う . そ 
れ が スイ ス の デモ クラ ン 
ー の 根源 と な り , スイ ス 
の 政治 の 構成 軍 位 と な る 
ゅ 

州 で も 立法 な どの 重要 な 
事項 は , か な ら ず この よ 
うな 全体 会 議 に か けら れ 
る . それ で は じ め て 決定 
と いう 段取り に な る . グ 
ラー ルス の 屋外 で の 州 会 


WERNUE 


| BELGIQUE | ~ BELGIQUE 


スイ ス は 利 一 次 , 第 二 次 
大 戦 と も に 中 立 を 維持 し 
赤十字 や 十分 に その 機能 
を 発揮 し た . 戦時 中 , 赤 
十字 の 国際 委員 会 中 央 事 
務 局 で は , 数 百人 の 事務 
員 た ち が , 何 千 万 と いう 


捕 虜 の た め に 働い て いた - 
2 
捕 度 の 人 名 カー ド は 中 央 
事務 局 に 国籍 と 名 前 べつ 
に 整理 し て ある . どこ に 
いて も, ここ を 退 じ て 家 . 
5 >/ ニ 中 こ 赤 の イ 乗 ば 議 十 し ン て れ 望 な し 牌 の い 非 が 惨 て 方 し 
庭 と 通信 て きる . 通信 は 心 れ 十 国 ス っ れ 会 太 て り 知 た で か の 時 区 か 戦 使 さ いで い 自 
購 号 化 を 防ぐ た め , カー を プル いい る 与党 の あ で た 
に - 栓 下 太 凛 音 ふ ス と を お の 国 開 国 ら ジ れ 地 あ も ゅ も る は な い \ し こよ 語 
ド に 印刷 し た 簡 間 な 壇 章 さ イ ス 導 か で 附 き の い < て どろ お わ お 方 いく て と る 遇 分 職 り と 
の どれ か に , 印 を つけ れ わ ス イ に れ あ 赤 …“ 代 四 ナ いし ま 生 本 才 ら も の 介 
ES R し の ス し “る 十 そ 表 年 シン る て “か 赤 境 傷 の えつ が くに 
RS : い 国 た そ 字 の が 後 ヵ ~ ス に 十 を 病 よ どれ 近 の 傷 太 . 
人 と の は の 万 運 乱 ジ の こ 一 ま イ 見 字 越 者 う ゃ ぁゃ て 代 生 つつ 如 
AM4A 玉 TFTN (マルティ ン ) 認 離 旗 上 動 年 = 一 狼 た ス 由 0 え や な 記 き な 間 
5 和 め 格 れ 地 も ふも 赤 は に ネ 人 和 八国 五 * は す 組 て 肉 な こま 者 。 敵 か 
こい 人 0 の の mMN 要 ら が が に 赤 十 い は 1 六 際 九 そ 国 一 繊 困 災 か れ す ` を 誰 雄 ら 
一 面 に つま っ て いる . イ れ "た 赤字 字 は そ ブ プ 三 的 年 の 際 す と 第 者 で か ま 破 残 に を 洋 
ギリ ス に ゃ も アメ リカ に や た い 十 に の じ の に 年 聖 パ \ 活 赤 じ 活 者 の ら す 壌 し ゅ 生 千 
2 委 か の 関 字 白 国 め た 集 に 業 ス 動 十 の 動 に 救 戦 逃 増 力 て 知 ん は 
また フラ ンス に や 同じ ら よ 係 で 十 際 て め ま は の イ の 宇 光 と 温 護 時 れ に で まで 。 
* い る か ら で で うに あぁ あ 字 和 要 そ の り ョ 運 え 中 運 で は か に に る し 大 る れい 多 
2 09200 あな ある の 員 の 條 `1 動 の 心 動 あ `* い 当 は わ " き "ずる < く 
| < ろ る 運 る な ス 会 軌 約 国 p を 商 地 の り 不 手 た 導 け た な そ 財 が 
赤十字 員 会 の 貨 う 動 が ど イ が 道 $ 際 > 高 人 と 生 ` 幸 を り 味 に と 兵 の 倒 ` 勇 
の 半 了 ~- の "スス に 結 協 パ 唱 ア レ しま 希 の さい 方 は え 器 悲 れ 一 ま 


列車 遠い 彼 容 所 へ と 生 
活 必 需 品 が 運ば れ て ゆく . 27 26 


赤十字 の 仕事 


右側 

ヴィ ー ル の 赤十字 国際 委 
会 倉庫 , お び た だ し い 
衣類 や 靴 が あつ め ら れ た . 


人 に よっ て は 歯 も 生活 必 
霊 品 で ある . 寄贈 の 古い 
入れ 歯 を 集め て は , 分 解 
し , 改造 し , 注文 の ロロ の 
型 に あせ て , 送り だ す . 


了 便 
仙 


E 


国際 委員 会 あて に 贈ら れ 
て きた や ゃ も の は , みな きれ 
い に 洗 濯 され , つく ろ わ 
れ , いつ で て も 収容 所 に 送 
れる よう に 整理 し て ある . 
(ヴィ ー ル に ある 大 倉庫 )- 


戦場 で は 眼鏡 を な くす こ 
と や 多い だ ろう . 赤十字 
で は , 眼鏡 の 玉 や 集め て 
整理 し て ある . 眼鏡 を な 
くし た 兵士 た ち へ の 贈物 


スイ ス の 国際 援助 の 仕事 
は , 赤十字 だ け に 限ら な 
い . スイ ス の 国 や , 国民 
ゃ , 避難 民 や 戦 千 狐 見 の 
世話 を すす ん で ひき うけ 
赤十字 に 協力 する . この 
写 眞 の 弧 上 兄たち は , イ 女 
リア か ら チ ュー リッ ヒ に 
きた 孤 見 (上 ) ぉ も お, ポー ラ 
ンド か らき た 珠 児 ( 下 ) も 
この 玉 和 な 国 で , 新しい 
両親 の 手 に むか えら れる . 
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ス イス の 軍 備 


( 全 人 口 の 20 %) 


暫 兵力 80 万 人 


つ 尽 囲 現 聞 由枝 約 の DS? 代 束 軍 き 均 G 了 で 11O 
盗り 豆 0 の” 案 還 RG 振 政 滞 本 約 必 本 G 選 せ 帳 
党 ” 乙 村 下京 静 り 全 庶 臨 誌 区 Q 人 ぐり で 本 る S 察 
可 RH 果 % 記 / 昨 1 括り り 園 | 尿 呈 G 肌 表層 衛 交 い 
で Ne” 垣 地 宮 慰 っ つり @ 細 G 旋 切 公 交 く 委 モ GS りつ りら 
QIQ KSKG 下 半生 2 中 誰 で や り 和 8QG ゼ / 周 
給 拒 絢 OK ヾ KG 如 購 所 須 直 96 選 信 家 在家 て 沖 WAS 
で 人 DSO 人 ネ ” 押 底 り セ GS 組 下 玉 人 S 生 人 る 
NT 居る 全 で る AG" 環 7 抵 11 表 表 謀 G 足 宗 
親玉 TP と で 公 肌 で KSK 称 昭 DUNNSKG ュ 
mo 選 胃 本 NNSK 徹 拓 R 称 回 還 つ も の の 志 『 凡例 
釘 逐 KSK 押 @ 要 親 量 所 交 瀬 現 各 9 称 守 全 『 
SG り " 当 拉 虹 己 GS へ だ る つま QR ん ミ 逢 一 奈 
AS 所 羽 眉 知 凌 で 則 の る nMG 選 る と ゃ AA ゼ KS て 
K 所 つり て ふ ュ = トロ 時 和 @ 引 問 G 箇 団 選 め 先 家 つ 叉 
"KSKG 悪 田 握 誕 G 来 据 つ ^ R16G 察 G り せ K で て 
K 倒 甘 滅 @G 幸 を りら SANKG AS 才 ら 党 鶴 本 
9 瀬下 公 ぶ Q で RG や いる くり 協 補 つの つく で Su 


つ 全 つ  JSdQ い EEKSKS 机 可 信 "WWG 芋 閉 へ 竹中 
つ りか 羽 明 束 定 中 多 り の 公 公 信和 寺 坦 ぐさ の 
守 所 忠相 閣 ぐだ 合せ / 包 り 畠 つ る 庫 音 会 型 " 叉 穴 る 
尽 つ りつ 全会 0 守 つ 信 舞 各 入寮 る 宋 選 n? 


カン デル の 鉄橋 を 走る アル プス 越え の 列車. 
この 線 に は , 20 km の 長い トン ネル が ある . 
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スイ ス の 軍 際 


スイ ス の 軍隊 が 守る 軍 際 
で あっ て , 攻め る 軍隊 で 
な いこ と は , その 訓練 に 
ゃ 現われ て いる . 戦闘 訓 
練 は 廣 い 下 原 な ど を 想定 
し な い . 国境 附近 の 地下 
要塞 や , 山岳 地 半 に 代入 
する 敵 を 迎撃 する こと が 
訓練 の 重点 に な っ て いる . 


し 】 
機械 化 部 際 が 動か せな い 
よう な 地 葵 ぉ 少な く な い 
スイ ス で は , いま だ に 馬 
が 軍用 に つか われ て いる . 


山岳 地 葵 を 行進 し て いる 
スキ ー 部 際 の 精鋭 . スイ 
ス 軍 スキ ー 部 際 は その 優 
秀 な こと て 知ら れ て いる 


退 信 兵 器 を も ゃ もつ スキ ー 部 
隊 . スイ ス の 軍隊 に や も レ 
ー ダ ー な どの 新しい 無線 
兵器 が ゆき た っ て いる 


岩場 で 特別 な 訓練 を うけ 
る スイ ス 兵 . 山岳 戦 に は 
下地 で は 考え られ な い 技 
能 と 体力 と が 要求 され る . 


機械 化 部 際 は どこ て お も 使 
える と いう 消 け で は な い 
し か し , 軍 の 機械 化 は で 
きる か ぎり の 十 囲 て 進め 
られ て お り , 1950 年 ま 
で に 一 応 , 完成 し た と も 
いれる. 機械 化 を 促進 
する た め , ジー プ も 民間 
に 挑 い 下げ られ た . スイ 
ス 人 は それ を 下 時 は 武器 
と し て で は な く 使 い , 非 


常 の 時 に は 軍用 に 供する . 


美 備 が 家 に お いて ある か 
ら , 家 か ら 武 装 し て 応召 
する . スイ ス 軍 の 動員 の 


早い こと は 世界 一 で ある - 
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スイ ス の 兵士 は 新兵 の 数 
育 が 終わ る と 小銃 を 家 に 
っ て 帰る こと に な っ て 
いる . 家庭 に いる と き で て 
や 自由 に 射撃 の 練習 が て 
きる け て , 日 曜日 な と 
は 全国 いた る と ころ て 射 
琶 の 音 が 開か れる . 国際 
射撃 競技 で も , スイ ス 選 
手 の 腕前 に は 定評 が ある . 


兵役 に 服 し て いる スイ ス 
人 は , 貸 奥 され た 軽装 備 
を みん な 家 に ゃ も っ て 帰っ 
て , 大 切 に 保管 し て いる . 
いつ で や すぐ 役に立つ よ 
う , 手 入 に も 余念 が な い . 


活 


スイ ス も ゃ 軍備 に カ を いれ 
て いる が . 軍国 主義 の 国 
で は な い . 市 民 の 生活 は 
どちら か と いえ ば 保守 的 
だ が 明か る く 自 由 で ある 


ゅ 
チュ ー リ ッ ヒ の 室外 ダン 
スパ バー ティ . 室外 の ダン 
ス は 婦人 入会 か ら お 叱り や も 
うけ る が , 強制 的 に 禁 上 正 
され る よう な こと は な い - 
一 戸建て 市 民 住 宅 の 代表 
的 な も の . 質素 な 建物 だ 
が , と て も 便利 に つく ら 
れ て いる . これ は 有名 な 
自転 車 選 手 , フェ ルディ 
ナン ド ・ キ ュ ブ ラー の 家 


念 


動物 園 て ゾウ と 遊ぶ 子供 - 


ドコ 

チュ ー リ ッ ヒ 目 ぬ き の 南 
店 街 ,. バー ン ホ ー フ 退 り 
に 並ぶ 商品 は , パリ や 
ンド ン に ひけ を と ら な い - 


CU エエ エー エーーー 一 


ララ ウ ・ ム ンス ター 当 会 か ら リ マー 可 の ムン スタ ー 橋 を 見 下す マー 『 は チェ ー に の ィ ーー ろ 
リッ ヒ 湖 0 
2 り : ら フ 
より 流れ だ し “ 

流 3 を 

れ か ら 北 へ 6 

市 を 南 と 縦断 

し て 走 ' 
っ て いる 4 0 
[ 1 河 は 
イン : 
滞 の の 
支流 の ・ 
バー ン ホ ホホ 通り 
町 に は ド [ 
M E 均 り 女 
売 系 スイ の 
2 ル の 上 に 
に 見 え 
イス の 0 

ce こ 夜 問 騒 和音 
の 埋 の 取締 
ツ の 空気 2 
に - キ 23 が 感じ と 
】 られ る と こ ご 
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証 還 旨 間 間 間 NIIEHIEIEI。。 ん 


偉大 な 数 育 家 ペスタロッチ (1746~1827) を 
生ん だ チュ ー リ ッ ヒ は , スイ ス 学 術 の 中 心 
で や ある. 写 眞 は . その 学術 の 伝統 を ほこ 
る チュ ー リ ッ ヒ 大 学 . ノー ベル 化 里 賞 受賞 
者 , カー レル 数 授 や , 太陽 黒点 の 研究 で 有 
名 な ウォ ルフ 数 授 な ど を 正 出 、 ア イン ン ュ 


タイ ン や も ここ の 上 員 外 数 授 だ っ た こと が ある . 


スイ ス に は この ほか 七 つ の 欠 合 大 学 が あり 
ペスタロッチ か ら 流 れる 伝統 は 教育 の 理 
論 的 学説 に も 実際 的 施設 に も .、 すぐ れ た 成 
果 を あけ て いら ぁ 1874 年 の 立法 に よっ て 
初等 教育 は 義務 と され . 無 月 謝 な る こと が 
定 あ られ た . し か し その 学制 は 各州 が 自主 
的 に 決め る の で ある か ら 年 限 な ども まち ま 
ち で , 5 年 制 の 州 も や あり 9 年 制 の 州 も ある 


中 央 郵便 局 。 近代 的 な 設備 郵便 物 ば いっ 
さい 自動 的 に . チュ ー リ ッ ヒ 駅 へ 運 は れる 


人 
チュ ー リ ッ ヒ は ベル ン と は 対照 的 な スイ ス 


の 代表 的 な 都 含 で ある . スイ ス の 東部 に は 
その 地形 上 の 関係 で , 商工 業 を 中 心 と する 
都市 が 発達 し て いる . チュ ー リ ッ ヒ も また 
織物 、 機 械 工業 , 化学 工業 な ど が さか ん な 
エ 業 部 市 と し て 知ら れる - 人 ロ 37 万 を こえ 
る スイ ス 最 大 の 都市 . 街 は 近代 的 な 美 し さ 
に 溢れ 、 ドイ ツ 語 が 話さ きれ て いる - 同じ 国 
境 に 近い に し て も , バー ゼル より ずっ と ド 
イツ に 似 て , ちょ うど ジュ ネー プ ブ が ぜん ぜ 
ん フラ ンス 風 な の と 同じ よう な 感じ て ある . 
チュ ー リ ッ ヒ の バー ン ホ ー フ 退 り 、 駅 前 遇 
り と いう 意味 で ある . 1.2 キロ も つづ くに 
き ぎ や か な 商店 街 . 市 内 電車 は チュ ー リ ッ ヒ 
で ゃ , 主 な 交通 機関 の 一 つ だ が , 御 多 分 に 
ゃ ゎ れ す . 交通 の は けし い 場 所 で は か えっ て 
障 宏 に な り . 市 当局 の 頭 を な や まし て いる 


7) パウ ル ・ ミ ュ ラ ー 博 
二 (1899~ 
DDT の 発明 者 . 1948 年 


度 ノ ー ベ ル 医 学賞 を 党 く . 


8) ヘル マン ・ ヘ ッ セ 氏 
(1877 て ). 世界 的 な 
作家 . 南 ド イツ に 生ま れ 
第 一 次 大 戦後 スイ ス に 移 
侍 . 現在 は スイ ス 国 束 を 
もち, ル ガ / 湖畔 , モン 


タニ ュー ラー の 丘 に 住む 


9) パウ ル ・ シ ェ ラ ー 博 
士 (1890~ー  ). 原子 物 
理学 者 ・ チューリッヒ 連 


邦 工科 大 学 物理 研究 所 長 . 


10) パウ ル ・ カ ー レ ル 
博士 (1899 こ  ). ビ タタミ 
ン の 構造 を 明らか に し た 
化学 者 チュ ー リ ッ ヒ 大 
学 化学 研究 所 長 . 1937 年 


度 / ノ ー ベ ル 化 学賞 を 受 く ・ 


11) フレ デリ ッ ク ・ ゴ ン 
ザッ ク ・ ド ゥ ・ レ ノー 兵 
(1880~  ). 現代 スイ 


スー 流 と いれ る 文学 者 . 


12) ウイ リア ム ・ ラ バ パー 
ル 博 士 (1883-  ). 経 


済 学 者 _ ニ ュー ヨー ク に 
生ま る . 国際 的 協力 事業 
で 有名 . 1916 年 , 国際 連 


合 の オプ ザー バー と な る - 


). 化学 者 . 
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第 一 線 の 人 々 


1) パウ ル ・ す ・ リ ュー 
ゲル 氏 (1897 て ).、 赤 
十字 の 国際 委員 会 委員 長 . 


2) ゴット リー プ ・ ド ゥ 
ッ ト ワ イ レル 氏 (1888 て 

). ス イス 一 流 の 実業 
家 . 下院 議員 , チ ュー リッ 
ヒ 下 院 議員 な ど を 歴任 す . 


3) 五 ・C・ フ リッ ツ ・ ワ 
ー レ ン 博 士 (1883 て  ) 
類 学 者 . 第 二 次 大 戦中 の 
載 入 杜 組 に 当たり 国土 開 
発 に 多く の 功労 が あっ た -. 


4) エド ゥ アル ト ・ フ ォ 
ン ・ シ ュ タ イ ゲ ル 博 士 
(1881 て ). ベル ン に 
生ま る . 1951 年 度 の 連邦 
大 統領 . 法律 学 を 専攻 す . 


5) アン リ ・ ギ ー ザ ン 装 
軍 (1874 て ). 第 二 次 
大 戦 当 時 の 連邦 軍司 令 官 
ナチ ス ・ ド イツ の 強圧 に 
抗 し て . スイ ス の 中 立 を 
守っ た 功績 は 有名 て ある 


6) アル ト ュ ー ル ・ オ ネ 
ッ ゲ ル 氏 (1892~ 1955 )- 
バリ に 住む 世界 一 流 の 作 
曲 家 . 現代 フラ ンス 音楽 
の 「6 人 組 」 の 1 人 . 作 
品 「 ダ ヴィ デ 王 」「 夏 の 
田園 」 な ど は 有名 で ある . 
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時 計 と チョ コレ ー ト 


1) 世界 的 に 有名 な , ヴ 
ィ ー ル の オメ ガ 時 計 工 場 . 


2) 婦人 や 働い て いる が 
高度 の 精密 作業 は 男子 エ 


3) 時 計 の 精 害 部 品 は 題 
微 鏡 や 携 大 鏡 で 組立 て る . 


4) 時 計 の ヒゲ ゼン マイ 
の 長 さ を きめ て いる 職工 . 


5) 三代 つづ いた 時 計 技 
師 の 家 も めずらし く な い - 


6) 下 の 小 さ な 目 盛り 盤 
が 動い て , 月 齢 が 現われ 
る 時 計 . ホイ エル 会 証 製 . 


7) 近代 的 な スシ ャ ー ル 
の チョ コレ ー ト 工場 の 十 
景 、 ヌ ー シ ャ テル に ある 


8) 機 拭 か ら 流 れ だ し て 
くる , チョ コレ ー ト の 准 


9) チョ コレ ー ト 包 毅 エ 
場 機械 化し た 流れ 作業 - 


スイ スエ 工業 の 支 桂 


水力 発電 ば スイ スエ エ 業 の 原 動 カ で あ 
る . いま な お どしどし 発電 所 が 新設 
され る ほど , 電力 の 需要 は 多い . 第 
二 次 大 戦中 . 理 房 用 の 石 涯 が 不足 し 
た の て , 各 家 庭 で 電熱 器 を 使 お うと 
し た が , さす が そこ まで は 電力 が 十 
分 で な か っ た , と いう 括 話 も あっ た . 


ト 


チュ ー リ ッ ヒ の 大 き な 機 械 工場 . 組 
立 中 の 発電 用 ター ビン . 58400 馬 カ . 


ヒメ 
エグ リザ ウ の 発電 所 (チュ ー リ ッ ヒ )-. 


計 
後 か ら 後 か ら つ づく 新 発 電 所 の 建設 
を 
グリ ム ゼ ル 貯 水池 (ベル ナー・ オ ー 
バー ラン ド ). ス イス 近代 工業 の 支 補 


スイ ス の 車 輔 工業 


車 輔 工業 は , 時 計 工 業 と 
と も に , スイ ス 機 械 産業 
の 奴 で ある . その 車 輔 は 
国内 の 需要 を まかなう ば 
か り で は な く , 外国 へ も 
どん どん 電 出 され て いる . 


2 
シン ドラ ー 車 輔 工場 の 製 
図 室 , 新型 車 還 を 設計 す 
る , 優秀 な 頭 膳 スタ ッ フ . 

P 


古い 貨車 が 分 解 され 新 し 
いや ゃ の に 改造 され て いる . 


F】 
同じ 工場 の 一 部 で は , 昔 
金属 ボディ の スマ ー ト な 
快速 列車 が 組み 立て られ 
て ゆく . 左側 の 奥 が その 
身 速 列車 . 手前 の や ゃ や の は 
チュ ー リ ッ ヒ の 市 内 電車 

で 
チュ ー リ ッ ヒ 州 , ウィ ン 
タタ 一 トゥ ー ル の 機関 車 エ 
場 . 組立 工場 . 電気 機関 
車 の 車輪. 減速 歯車 . ア 
ルプ ス 越 え の 車 だ ろう か . 


ス 


1) テッ シン 州 特産 の サン ダル ( ツ ォ コリ ). 


2) 特製 の 牧 夫 由 、 も と も と アル プ の 牧 夫 


た ち が か ぶっ て いた 帽子 を 商品 化し た も の 
3) ザン クト ・ ガ ー レ ン 州 の 刺繍 . 近ごろ 
技術 者 が 減り 政府 て 保護 毅 励 を し て いる . 


4) 観光 地 の 俗悪 な 土産 品 に 対抗 し て , 工 
芸 家 た ち が つ くっ た 新しい 土産 品 . 布 人 形 . 
5) 凌 術 味 ゆ た か な 木 膨 ・ これ は 百姓 の 女 . 
枝 な ど を 巧み に 利用 し た 素 社 に 美しい 刀 痕 . 
6) ヴァ リス (ヴァ レー) 州 ザー ス の , 機 織 : 
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アン 


発達 し た 交通 半 


スイ ス 上 空 を 飛 が ダグ ラス DC4. スイ スズ ス 
エ ヤ ー ラ イン の 定期 旗 客 機 . 航空 撲 は 国内 
で は 製造 し な い の で て , みな 外国 か ら の 較 入 ・ 


ベル ンー シン プロ ン 線 の 軽快 な 電車 . スイ 
ス の 鉄道 は 最新 式 に 設備 され て いる が , 使 
用 し て いる 機関 車 , 客車 , その他 の 車輌 は 
いっ さい 国産 品 ば か り . スイ ス で は 車 輔 や 
清潔 に 整備 し て , 観光 に 気 を くば っ て いる 


ライ ン 河 に 面 す る バー ゼル 市 の 波止場 , 近 
代 的 な 設備 が と と の っ て いる 河港 と し て は 
ヨー ロッ パ で や も 大きな もの の 一 つて で あろ う . 
ライ ン 河 は スイ ス の 冥 易 に 大 き な 役 割り を 
は た し て いる . 河口 か ら 入 っ た 船舶 は , こ 
の 波止場 まで ライ ン 河 を さか の ぼっ て くる ・ 


を 


を 


観 光 ス イ ス 


ル ガ / ノ の 町 . アル プス を 
南 に ぬけ る と , 気候 は 意 
に 温暖 に な る . 青く すん 
だ 湖 . 央 に せま る 山 . 観 
光 客 に よろ こ ば れ る と こ 
ろ . 同じ スイ ス の 中 で も 
ここ は もう イ タリ ア 語 だ . 


ル ガ ノ の 街 . つよ い 日 光 
の ゃ も と で て で, 人 々 は コー ヒ 
ー の 香り を 楽し ん で いる . 


ヨー ロッ パ や アメ リカ の 
名 士 た ちの な か に ゃ , ス 
イス びいき は 少な く な い ・ 
右 写 眞 は 、 ス イス の 子供 
た ちと 遊ぶ イギリス の モ 
ント ゴメ リー 閉 軍 . 彼 は 
冬休み に な る と , きま っ 
て , グ ス タ ー ト を 訪れ る . 
左 写真 は チュ ー リ ッ ヒ の 
街 を 散歩 する アメ リカ 共 
和 党 の 領 租 , トー マス ・ 
デュ ー イ 氏 と , その 夫人 : 
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ピラ トゥ ス の クル ム ・ ホ テル (海抜 070m). スイ ス に は 観光 客 が 気 が る に 高い と ころ 
まで ゆけ る 設備 が ある . ユン グフ ラウ で は 海 拓 3457 m の 場所 に 停車 場 や ホテ ル が ある ・ 


伝統 の スポ ー ツ 


合 
スイ ス め で ぐり 自転 車 競 走 
の 一 旧 . これ は 毎年 恒例 
の 国民 競技 の 一 つ で ある 、 
し 】 
旗 投 げ の 競技 アル プス 
の ヨー デル 歌 祭り の 一 部 . 
連邦 全体 の ヨー デル 祭 も 
4 年 ご と に 行わ あれ て いる . 


に ォ も し を る 
CI 3 


ーー 


V * 
スイ ス に は つき や ゃ も の の ア 
ルプ ホル ン . 4m も ある , 

内 
スイ ス の 伝統 的 スポ ー ツ 
シュ ウィ ン ゲ ン ( ス イス 
角 カ ). ズ ボン か バン ド を 
つか ん で 相手 を 倒す . そ 
の と き 手 を 放し て は 友則 . 


ドコ 


っ え 


シュ ウィ ン ゲ ン の 大 会 風 
景 . 大 会 で 2 年 つづ け て 
優勝 する と , シュ ウィ ン 
ゲン 王 の 名 前 が 得 ら れる . 


央 波 写 真 文庫 日 録 


1 末 綿 55 米 99 日 本 の 貝殻 142 修 教 美術 185 
2 昌 56 正 倉 院 ( 二 ) 100 本 の 話 143 一 年 生 
3 南 水 洋 の 捕鯨 57 石 油 101 戦争 と 日 本 人 144 長 野 県 186 
4 魚の 市 場 58 千代 田城 102 佐 世 保 145 塩 原 187 
5 アメ リカ 人 59 歌 舞 伝 103 ミケ ラン 146 日 本 の 庭園 
6 アメ リカ 6O0 高 山 の 花 ジェ ロ 147 木 結 188 
7 雪 の 結晶 61 波 104 空 か ら み た 148 忘れ られ た 島 189 松 
8 写 真 62 京都 御所 と お 犬 阪 149 近東 の 旅 190 
9 レ ー ジ デズ 二条 城 105 宗 達 so 和歌 山県 191 
10 六 68 赤ちゃん 106 飛 腸 < 高山 5 融 館 
11 蝶 の 一生 64 オー スト 107 ゴ 2 お 所 52 仙 吉 192 
12 餅 倉 ラリ ア 108 京都 案内 ss 大 分 県 193 塩 の 話 
13 心 と 顔 65 ト 連 邦 Mi 本 二 沿 154 死 都 ボ ポン ペイ 194 半 の 素顔 
園 66 能 氷 3 355 十 を めぐ る 195 
隊 且 物 賠 ら 67 人 造 般 ー 藻 外 一 介 196 日 系 
15 富 土 山 68 東京 案内 110 宙 楽 se 神奈 川 県 アメ リカ 人 
16 積 表 69 平 泉 111 熊 157 柔 道 17 イ ン カ 
17 いか る が の 里 70 手 術 112 東 京 湾 15a 戦争 と 平和 198 奈良 を めぐ る 
18 鉄 71 宮 島 113 流 車 の 窓 か ら 159 ツ 連 ・ 中 国 の ー 塗 か ら 一 
19 川 一 陽 田 川 一 72 廣 島 東海 首 旅 一 桑原 武夫 199 子供 は 見 る 
20 室 73 佐 渡 114 地図 の 知識 160 伊豆 の 大 島 200 雪 舟 
21 汽 車 74 比 鶴 山 115 大 路 161 ジョ ッ ト ー 201 東 京 都 
22 動物 園 の 鳥 75 阿 蘇 116 硫黄 の 話 162 熊野 路 202 アフ ガ = 
23 様式 の 歴史 76 信貴 山 117 伊 勢 163 鳥獣 戯画 スタ ン の 旅 
24 鋼 山 縁起 絵 送 118 は きも の 64 愛 媛 県 203 渡 り 伺 
25 ス イス 77 針 葉 樹 in 了 岐 165 や きも の の 町 204 群 馬 県 
26 ス キ - 78 近 代 芸 術 120 源氏 物語 絵 状 te6e 冬 の 登山 205 ルー ツル 
27 京都 一 歴史 的 79 日 本 の 民家 121 工 村 の 婦人 167 埼 玉 県 美術 館 
に みた 一 80 季節 の 魚 122 出 雲 es 男鹿 半島 206 プラ ジル 
28 力 と 運動 81 シャ ボテ ン 123 アル ミニ ウム 169 フラ ンス 207 北 相 道 (南部 ) 
29 アメ リカ の 82 新 劇 124 水害 と 日 本 人 古寺 巡礼 208 小 豆 島 
工業 83 郵便 切手 125 日 本 の 170 滋 賀 県 209 日 
30 アル ブス 84 か いこ の 村 や きゃ も の 171 白 浜 、-1956 年 8 月 15 晶 
31 山 の 鳥 85 伊豆 の 漁村 126 具 の 生態 172 東京 210 富 山 県 
32 奈良 の 大 俺 86 奈良 一 東部 一 127 イス ラ ェ ル 国立 博物 館 
33 尾 顔 87 奈良 一 西部 一 128 伴 大 納 言 絵詞 173 千 葉 県 
34 電 話 88 ヒマラヤ 129 治 戸 内 海 174 閑 根 
35 野球 の 科学 89 上 高地 130 飛 鳥 175 細胞 の 知識 
36 量 と 宇和 抽 90 電 カカ 131 聖母 マリ ア 176 四国 同 路 
37 政 の 観察 9 松 江 132 日 本 の 映画 177 村 の 一 年 
38 長 崎 92 動物 の 表情 133 能 合 一 秋田 一 
39 高 野 山 93 金 沢 134 山 形 県 178 セザンヌ 
40 正 倉 院 (一 ) 94 自動 車 の 話 135 福沢 諭吉 179 石 川 県 
41 彫 刻 95 薬師 寺 136 利 根 川 180 琵 生 湖 
42 備 像 唐 招 提 寺 137 鹿児島 県 181 仏陀 の 生 漂 
43 化学 繊維 96 日 本 の 人 形 138 伊豆 半島 182 香 川 県 
44 順 昌 97 シス ティ ナ 139 日 本 の 森林 183 日 本 
45 野 の 花 一 春 一 礼拝 堂 140 高 知 県 。-1955 年 10 月 8 日 - 
46 金 印 の 98 美 人 画 141 チェ ー ホ フ 184 練習 船 日 本 丸 
出 た 土地 
47 東京 一 大 者 
の 顔 
48 選 新 周 
49 石 炭 物 
50 桂 離 宮 と 基 
修学 院 刊 
51 日 光 
52 醤 油 
ve 系 
54 水辺 の 伺 


211 


B6 判 64 頁 写真 平均 200 枚 定価 各 100 円 


100 


